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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トレッド部に、少なくとも２本の周方向主溝を、トレッド幅方向に互いに間隔をおいて
配設するとともに、
　直線状に延びる溝により区画した、五角形以上の角数の、相互に独立した複数個の多角
形ブロックを互いに密集させてなるブロック群を、トレッド部の少なくとも一部に設け、
そのブロック群におけるブロックの基準ピッチ長さをＰ（ｍｍ）、ブロック群の幅をＷ（
ｍｍ）、基準ピッチ長さＰと幅Ｗで区画される、ブロック群の基準区域内に存在する前記
ブロックの個数をａ（個）、基準区域内のネガティブ率をＮ（％）とした場合に、ａ／（
Ｐ×Ｗ×（１－Ｎ／１００））で与えられる、ブロック群の単位実接地面積当りのブロッ
クの個数密度Ｓを０．００３個／ｍｍ２以上０．０４個／ｍｍ２以下の範囲内とするとと
もに、それぞれのブロックを、トレッド周方向に千鳥状に配置して設けてなる空気入りタ
イヤにおいて、
　周方向主溝のうち、車両への装着時に最も車両の外側に位置することとなる周方向主溝
の、少なくともトレッドショルダー側の溝壁を、溝底に向けて溝幅を狭める向きに傾斜さ
せるとともに、その溝壁の、ブロック表面に立てた法線に対する交角を５°以上としてな
り、
　トレッド周方向に隣接するブロック間距離が、トレッド周方向に対して斜め方向に隣接
するブロック間距離よりも大きいことを特徴とする空気入りタイヤ。
【請求項２】
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　車両への装着時に最も車両の外側に位置することとなる周方向主溝の両対向溝壁をとも
に、溝底に向けて溝幅を狭める向きに傾斜させるとともに、その両対向溝壁の、ブロック
表面に立てた法線に対する交角を、いずれも５°以上としてなる請求項１に記載の空気入
りタイヤ。
【請求項３】
　車両への装着時に最も車両の外側に位置することとなる周方向主溝の溝壁のうち、トレ
ッドショルダー側の溝壁の、溝底に向けて溝幅を狭める向きの傾斜角度を、他のいずれの
周方向主溝の溝壁の、溝底に向けて溝幅を狭める向きの傾斜角度よりも大きいものとして
なる請求項１又は２に記載の空気入りタイヤ。
【請求項４】
　いずれの周方向主溝の溝幅も５ｍｍ以上としてなる請求項１～３のいずれかに記載の空
気入りタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、トレッド部に、溝により区画された複数のブロック列を具える空気入りタ
イヤに関し、特には、ウエット路面でのタイヤの制動性能を高く確保しつつ、車両の直進
時および旋回時の耐ハイドロプレーニング性能を向上させる技術を提案するものである。
【背景技術】
【０００２】
　車両に装着されるタイヤの低燃費性能の向上および、タイヤの転動時の通過騒音の低減
、ブロックエッジによる水膜切断作用の向上等を目的として、出願人は先に、溝により区
画した、五角形以上の角数の、相互に独立した複数個の多角形ブロックを互いに密集させ
て配設してなるブロック群を、トレッド部の少なくとも一部に設け、ブロック群の単位実
接地面積当りのブロックの個数密度を所定の範囲内まで高めるとともに、ブロックをトレ
ッド周方向に千鳥状に配置してなる空気入りタイヤを提案した。
【０００３】
　このタイヤでは、ブロック一つ当りの表面積を十分に小さくして、それを密集配置した
ことによって、ブロックの倒れ込みが生じるような路面からの入力に対しては、密集する
ブロックが互いに支持し合ってこれに抵抗して、接地面内でのトレッド部の接地面積を大
きくできるため、路面に対する摩擦力を十分に高めることができ、また、ブロックのトー
タルエッジ長さを長くすること、およびブロック表面の中央域から周縁までの距離を小さ
くすることにより、ブロックの接地等に、薄い水膜をブロックエッジをもって切断し、併
せて、ブロックを区画する細溝をもって水膜を有効に吸水除去することができ、これらの
結果として、薄い水膜のウエット路面に対する制動性能が向上することになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、五角形以上の角数の多角形ブロックをトレッド周方向に千鳥状に配置してな
るこの提案タイヤでは、トレッド接地面上の水膜が厚くなった場合には、ブロック間を区
画する細溝の吸水作用のみによっては、その水膜を十分に除去することができないため、
厚い水膜を効果的に除去することにより、特に、車両に装着したタイヤの、旋回時に車両
の外側に位置することとなるトレッドショルダー領域への、大きな接地圧の作用に起因し
て発生するおそれのあるハイドロプレーニング現象を有効に防止することが強く望まれる
に到っている。
【０００５】
　この発明は、従来技術が抱えるこのような問題を解決することを課題とするものであり
、それの目的とするところは、トレッド部に、溝により区画された複数のブロック列を具
える提案技術のタイヤの有する、低燃費性能、低騒音性能および、薄い水膜のウエット路
面に対する制動性能はそのままに、タイヤの排水性能をより高めて、車両の直進時および
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旋回時の耐ハイドロプレーニング性能を一層向上させた空気入りタイヤを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の空気入りタイヤは、トレッド部に、少なくとも２本の周方向主溝を、トレッ
ド幅方向に互いに間隔をおいて配設するとともに、直線状に延びる溝により区画した、五
角形以上の角数の、相互に独立した複数個の多角形ブロックを互いに密集させてなるブロ
ック群を、トレッド部の少なくとも一部に設け、そのブロック群におけるブロックの基準
ピッチ長さをＰ（ｍｍ）、ブロック群の幅をＷ（ｍｍ）、基準ピッチ長さＰと幅Ｗで区画
される、ブロック群の基準区域内に存在する前記ブロックの個数をａ（個）、基準区域内
のネガティブ率をＮ（％）とした場合に、ａ／（Ｐ×Ｗ×（１－Ｎ／１００））で与えら
れる、ブロック群の単位実接地面積当りのブロックの個数密度Ｓを０．００３個／ｍｍ２

以上０．０４個／ｍｍ２以下の範囲内とするとともに、それぞれのブロックを、トレッド
周方向に千鳥状に配置して設けてなる空気入りタイヤにおいて、周方向主溝のうち、車両
への装着時に最も車両の外側に位置することとなる周方向主溝の、少なくともトレッドシ
ョルダー側の溝壁を、溝底に向けて溝幅を狭める向きに傾斜させるとともに、その溝壁の
、ブロック表面に立てた法線に対する交角を５°以上としてなり、トレッド周方向に隣接
するブロック間距離が、トレッド周方向に対して斜め方向に隣接するブロック間距離より
も大きいものである。
【０００７】
　ここで、「周方向主溝」とは、トレッド周方向への直線状の延在形態のみならず、ジグ
ザグ形状、波線形状、湾曲形状、クランク形状等の形態で延在する、接地面内で対向溝壁
が相互に接触しない溝をいうものとする。
【０００８】
　「ブロックの基準ピッチ長さＰ」とは、ブロック群を構成する対象ブロック列における
、トレッド周方向の、ブロックの繰り返し模様の最小単位を指すものとし、例えば一のブ
ロックとそのブロックを区画する溝とによってパターンの繰り返し模様が規定されている
場合には、ブロック一個分のトレッド周方向長さと、このブロックのトレッド周方向に隣
接する溝一本分のトレッド周方向長さとを加算したものをブロックの基準ピッチ長さとす
る。
【０００９】
　「ブロック群の基準区域内のブロック個数ａ」は、ブロックが基準区域の内外にわたっ
て存在していることによって、一個として数えることができない場合には、ブロックの全
表面積に対する、基準区域内に存在するブロック部分の表面積の比率を用いて数え、例え
ば、基準区域の内外にわたって存在して、基準区域内に半分の表面積しか存在しないブロ
ックの場合は、１／２個と数えるものとする。
【００１０】
　「ブロック群の幅Ｗ」とは、ブロックを密集配置してなるブロック群のトレッド幅方向
長さを指し、例えばブロック群がトレッド全体に存在する場合は、トレッド接地幅をいう
ものとする。
　一方、基準区域内に周方向主溝が存在する場合には、この周方向主溝の、基準区域内に
存在する部分の幅を減算したものをいう。
【００１１】
　「基準区域内のネガティブ率Ｎ」は、基準区域内に周方向主溝が存在する場合には、こ
の周方向主溝がないものとした場合の基準区域内の、見掛けの全接地面積で溝面積を割っ
て、これを百分率で表した値をいうものとする。
　ブロック群の「実接地面積」とは、ブロック群の基準区域内に存在する全てのブロック
の総表面積をいうものとし、具体的には、基準ピッチ長さＰと幅Ｗとの積で規定される、
上記基準区域の面積から個々のブロックを区画している溝の面積を減算した面積を指すも
のである。
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【００１２】
　上記長さ等は、タイヤが生産され、使用される地域に有効な産業規格であって、日本で
はＪＡＴＭＡ（日本自動車タイヤ協会）ＹＥＡＲ　ＢＯＯＫ、欧州ではＥＴＲＴＯ（Ｅｕ
ｒｏｐｅａｎ　Ｔｙｒｅ　ａｎｄ　Ｒｉｍ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｏｒｇａｎｉｓａｔｉ
ｏｎ）　ＳＴＡＮＤＡＲＤＳ　ＭＡＮＵＡＬ、米国ではＴＲＡ（ＴＨＥ　ＴＩＲＥ　ａｎ
ｄ　ＲＩＭ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ　ＩＮＣ．）ＹＥＡＲ　ＢＯＯＫ等に規定されたリ
ムに、タイヤを組み付けて、ＪＡＴＭＡ等の規格にタイヤサイズに応じて規定された、最
高空気圧を充填して状態で測定したものとする。
【００１３】
　ここで好ましくは、車両への装着時に最も車両の外側に位置する周方向主溝の両対向溝
壁をともに、溝底に向けて溝幅を狭める向きに、ブロック表面に立てた法線に対して５°
以上傾斜させる。
【００１４】
　また好ましくは、車両への装着時に最も車両の外側に位置することとなる周方向主溝の
溝壁のうち、トレッドショルダー側の溝壁の、溝底に向けて溝幅を狭める向きに傾斜する
角度を、他のいずれの周方向主溝の溝壁の、溝底に向けて溝幅を狭める向きに傾斜する角
度よりも大きいものとする。
【００１５】
　そしてまた好ましくは、いずれの周方向主溝の溝幅も５ｍｍ以上とする。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明の空気入りタイヤによれば、五角形以上の角数の、相互に独立した複数個の多
角形ブロックを互いに密集させてなるブロック群の、単位実接地面積当りのブロックの個
数密度Ｓを０．００３個／ｍｍ２以上で０．０４個／ｍｍ２以下の範囲内として、このブ
ロック群をトレッド部の少なくとも一部に形成したことによって、密集配置したブロック
が互いに支え合って、路面からの入力によるブロックの倒込み変形を抑制してこの変形を
均一化するので、タイヤの転がり抵抗が低減される他、接地面内でのトレッド部の接地面
積が確保されて、路面に対する摩擦力が高められ、また、トータルエッジ長さを長くした
ブロックエッジをもって薄い水膜が切断されるとともに、ブロックを区画する細溝による
薄い水膜の吸水除去が有効に行われることから、トレッド接地面上の薄い水膜に対しては
、十分な駆動および制動性能を発揮させることができる。
【００１７】
　ここにおいて、ブロック群の単位実接地面積当りのブロックの個数密度Ｓを０．００３
個／ｍｍ２以上０．０４個／ｍｍ２以下の範囲内としているのは、薄い水膜を効果的に吸
水除去するとともに、トレッド部の接地面積を十分に確保するためである。
　すなわち、Ｓが０．００３未満の場合には、ブロック表面の中央域からそれの周縁まで
の距離が大きくなって、ブロックを区画する細溝による薄い水膜の吸水除去が十分に行わ
れないおそれがあるのに対し、Ｓが０．０４を超えると、ブロック一個当りの表面積が小
さくなって、所望のブロック剛性の実現が困難になる。
【００１８】
　この一方で、トレッド接地面上の水膜が厚くなった場合には、密集配置したブロックを
区画する溝幅の小さい細溝のみにては、厚い水膜を十分に吸水除去することができずに、
排水機能の低下が余儀なくされることになって、ハイドロプレーニング現象の発生のおそ
れがあるので、この発明の空気入りタイヤでは、トレッド部に少なくとも２本の周方向主
溝を配設することによって、それらの周方向主溝による水膜除去を可能とすることで、排
水性能を有効に向上させて、ハイドロプレーニング現象の発生のおそれを十分に取り除く
。
【００１９】
　従って、この発明の空気入りタイヤでは、路面に対する摩擦力を十分に高めるとともに
、薄い水膜は、ブロックエッジをもって切断された水膜の、ブロックを区画する細溝によ
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る吸水等によって除去することができ、また、厚い水膜に対しては、主には、トレッド部
に配設した周方向主溝によって、タイヤの前方側等に排水することで有効に除去すること
ができるので、水膜の厚薄にかかわらず、ウエット路面に対して常に優れた制動性能およ
び、耐ハイドロプレーニング性能を発揮させることができる。
【００２０】
　ところで、車両の旋回時には、その旋回の外側に装着したタイヤの、車両の外側に位置
するトレッドショルダー領域に、大きな垂直荷重および、旋回の内側方向に向く大きなコ
ーナーリングフォース等の路面からの入力が作用することによって、トレッド部に配設し
た周方向主溝のうち、車両の外側に位置する周方向主溝の、トレッドショルダー側の溝壁
が、溝センター側へ膨出変形するため、その周方向主溝の横断面積が減少して、周方向主
溝による排水機能の悪化を招くおそれがある。
【００２１】
　ここで、この発明の空気入りタイヤによれば、車両への装着時に最も車両の外側に位置
することになる周方向主溝の溝壁のうち、少なくともトレッドショルダー側の溝壁を、溝
底に向けて溝幅を狭める向きに、ブロック表面に立てた法線に対して５°以上傾斜させる
ことによって、ブロック剛性が増加されることとなって、その変形を抑制することができ
るので、車両の旋回時であっても、車両の外側に位置する周方向主溝の溝横断面積が確保
されることになり、これがため、その周方向主溝による排水性能が所期した通りに確保さ
れることになって、旋回時の耐ハイドロプレーニング性能がより一層向上されることにな
る。
【００２２】
　ここにおいて、溝壁の、ブロック表面に立てた法線に対する傾斜角度を５°以上として
いるのは、それより小さい傾斜角度では、車両の旋回時に生じる旋回の内側方向への大き
なコーナーリングフォースの発生に対し、その溝壁の、溝センター側への膨出変形を有効
に抑制することができず、周方向主溝による、旋回時の排水性能を十分に確保することが
できないからである。
【００２３】
　また、車両への装着時に最も車両の外側に位置する周方向主溝の、トレッドショルダー
側の溝壁のみならず、トレッドセンター側の溝壁をも５°以上傾斜させたときは、直進走
行時等に、トレッドセンター付近のブロック群が高い接地圧を受けて圧縮されても、その
周方向主溝のトレッドセンター側の溝壁の、溝センター側への膨出変形を、ブロックの圧
潰剛性の増加によって抑制することができるので、周方向主溝に排水機能を十分に発揮さ
せて、高い操縦安定性能の発揮を担保することができる。
【００２４】
　そしてまた、車両への装着時に最も車両の外側に位置することとなる周方向主溝の溝壁
のうち、トレッドショルダー側の溝壁の、溝底に向けて溝幅を狭める向きの傾斜角度を、
他のいずれの周方向主溝の溝壁の、溝底に向けて溝幅を狭める向きの傾斜角度よりも大き
くした場合は、車両の外側に位置する周方向主溝以外の周方向主溝の溝横断面積を十分大
きく確保して、厚い水膜をも確実に除去するに足る大きな溝容積を十分に確保することで
、直進時および旋回時の耐ハイドロプレーニング性能をいずれもバランスよく向上させる
ことができる。
【００２５】
　ここでまた、いずれの周方向主溝の溝幅も５ｍｍ以上としたときは、周方向主溝と、ブ
ロックを区画する細溝との溝幅の差が大きくなって、周方向主溝の配設位置と、密集配置
したブロック群の配設位置とが明確に区別されることとなるので、周方向主溝による耐ハ
イドロプレーニング性能および、ブロック群による駆動および制動性能の、両性能をとも
に、効果的に向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】この発明の空気入りタイヤの実施形態を示すトレッドパターンの部分展開図であ
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る。
【図２】図１のＡ－Ａ切断部の拡大横断面図である。
【図３】他の実施形態の溝壁を示す、図１のＡ－Ａ切断部の拡大横断面図である。
【図４】従来例タイヤを示すトレッドパターンの部分展開図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面を参照しながらこの発明の実施の形態を説明する。
　図１は、この発明の空気入りタイヤの実施形態を示すトレッドパターンの部分展開図で
ある。
【００２８】
　なお、図示は省略するが、この空気入りタイヤも、一般的なラジアルタイヤと同様に、
一対のビードコアを配設したビード部からトロイド状に延びるカーカスと、そのカーカス
のタイヤ径方向外側に配設したベルト、トレッドゴム等とを具えてなるものである。
【００２９】
　図中１はトレッド踏面を示し、この空気入りタイヤでは、トレッド踏面１に、少なくと
も二本、図では二本の周方向主溝２、３を、トレッド踏面１の全周にわたって連続させて
配設する。直線状、ジグザグ状等の延在形態を有するものとすることができるこれらの周
方向主溝２、３のそれぞれは、トレッド幅方向に間隔をおいて位置させるものとし、また
、接地面内でそれらの対向溝壁が相互に接触しない程度の溝幅を有するものとする。
【００３０】
　また、図１に示すところでは、一方の周方向主溝２と一方のトレッド側縁４との間に、
二本のジグザグ細溝６を、互いに半ピッチ分位相を異ならせて、トレッド踏面１の全周に
わたって延在させて設けて、周方向主溝２とトレッド側縁４との間に、一方のジグザグ細
溝６とトレッド側縁４とに開口させて設けた、幾分広幅の横溝７と、二本のジグザグ細溝
６を相互に連通させる、これも幾分広幅の横溝８および、他方のジグザグ細溝６と周方向
主溝２とに開口させて設けた狭幅の横溝９とで三列のブロック列１０、１１、１２を区画
して、ショルダー側ブロック群ＧＳ１を形成する。
【００３１】
　ショルダー側ブロック群ＧＳ１を構成するこれらの各ブロック列１０、１１、１２は、
五角形以上の角数の複数のブロックにより形成することができるが、図では、ショルダー
側ブロック群ＧＳ１の、トレッド側縁４側に位置するブロック列１０のブロック１３を六
角形とするとともに、中央に位置するブロック列１１のブロック１４を八角形とし、周方
向主溝２に隣接するブロック列１２の各ブロック１５を異形八角形としている。
　そして、ショルダー側ブロック群ＧＳ１では、相互に隣接するブロック列のそれぞれの
ブロック１３、１４、１５をトレッド周方向に千鳥状に配設する。
【００３２】
　他方の周方向主溝３と他方のトレッド側縁５との間に配置するショルダー側ブロック群
ＧＳ２は、図示のトレッドパターンでは、ショルダー側ブロック群ＧＳ１と同様の三列の
ブロック列２０、２１、２２で構成したものである。
　すなわち、このショルダー側ブロック群ＧＳ２では、周方向主溝３とトレッド側縁５と
の間に、二本のジグザグ細溝１６を、互いに半ピッチ分位相を相違させて、トレッド踏面
１の全周にわたって設けるとともに、トレッド側縁５と一方のジグザグ細溝１６とに開口
させる、幾分広幅の横溝１７、これらのジグザグ細溝１６を互いに連通させる、幾分広幅
の横溝１８および、他方のジグザグ細溝１６と周方向主溝３とに開口させる狭幅の横溝１
９を設けて、これらの溝によって区画される三列のブロック列２０、２１、２２を形成す
る。
【００３３】
　そしてまた、ブロック群ＧＳ１に配置したブロック列１０、１１、１２と同様に、相互
に隣接するブロック列２０、２１および２２のそれぞれのブロック２３、２４および２５
をトレッド周方向に千鳥状に配設して、トレッド側縁５側に位置するブロック列２０のブ
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ロック２３を六角形とし、中央に位置するブロック列２１のブロック２４を八角形とする
とともに、周方向主溝３に隣接するブロック列２２のブロック２５を異形八角形とする。
【００３４】
　ここにおいて、二本の周方向主溝２、３の間には、図１に示すように、トレッド踏面１
の全周にわたって延びる三本のジグザグ細溝２６を配設するとともに、一方の周方向主溝
２と、この周方向主溝２側に位置するジグザグ細溝２６とに開口させる狭幅の横溝２７、
他方の周方向主溝３と、この周方向主溝３側に位置するジグザグ細溝２６とに開口させる
狭幅の横溝３０および、三本のジグザグ細溝２６のうち、隣り合う二本のそれぞれを連通
させる広幅の横溝２８および２９を配設する。
　そして、二本の周方向主溝２、３および三本のジグザグ細溝２６と、横溝２７、２８、
２９および３０のそれぞれとによって、四列のブロック列３１、３２、３３および３４を
区画する。
【００３５】
　そしてここでは、ブロック列３１および３４のブロック３５および３８を異形の八角形
とするとともに、それらのブロック列３１、３４の間に位置するブロック列３２および３
３のブロック３６および３７を八角形とし、互いに隣接するブロック列のそれぞれのブロ
ック３５、３６、３７、３８を千鳥状に配置したこのブロック群をセンターブロック群Ｇ

Ｃとする。ここで、ブロック３５、３６、３７、３８は、五角形以上の他の角数で形成す
ることもできる。
【００３６】
　なお、図示のトレッドパターンでは、周方向主溝２、３に隣接するブロック列のブロッ
ク１５、３５、３８および２５をすべて同一形状とするとともに、各ブロック群の中央に
位置するブロック列のブロック１４、３６、３７および２４をすべて同一形状とし、最も
トレッド側縁側のブロック列のブロック１３および２３を同一形状とする。
　また、周方向主溝２、３に隣接する各ブロック列のブロックをトレッド周方向に区画す
る横溝９、２７、３０および１９と、ジグザグ細溝６、２６および１６は、すべて同じ大
きさの溝幅を有し、これよりも大きい溝幅を有する他の横溝はいずれも同じ大きさの溝幅
としている。
【００３７】
　以上のようなブロック群ＧＳ１、ＧＳ２、ＧＣにおいて、ブロックの基準ピッチ長さを
Ｐ（ｍｍ）、ブロック群の幅をＷ（ｍｍ）、基準ピッチ長さＰと幅Ｗで区画される、ブロ
ック群の基準区域内に存在する前記ブロックの個数をａ（個）、基準区域内のネガティブ
率をＮ（％）とした場合に、ブロック群の単位実接地面積当りのブロックの個数密度Ｓは
、
　　　　　　　　　Ｓ＝ａ／（Ｐ×Ｗ×（１－Ｎ／１００））
で与えられ、この個数密度Ｓが０．００３個／ｍｍ２以上で０．０４個／ｍｍ２以下の範
囲内となるように、各ブロックのサイズ、ブロックを区画する溝幅等を決定する。
【００３８】
　なお、この空気入りタイヤでは、「ブロック群の幅Ｗ」は、前述したとおり、基準区域
内に周方向主溝が存在する場合には、基準区域内に存在する周方向主溝の溝幅を減算した
ものとすることから、図に示すところでは、このブロック群の幅Ｗは、ショルダー側ブロ
ック群ＧＳ１の幅ＷＳ１、センターブロック群ＧＣの幅ＷＣおよび、ショルダー側ブロッ
ク群ＧＳ２の幅ＷＳ２をすべて加算した値となる。
　また、「基準区域内のネガティブ率Ｎ」には、これも前述したとおり、周方向主溝２、
３がないものとした場合の基準区域内のネガティブ率を用いる。
【００３９】
　ここにおいて、図１に示すタイヤは、それを車両に装着した場合に、トレッド側縁４が
車両の外側に位置し、トレッド側縁５が車両の内側に位置するように、内外の装着方向を
特定したものとし、この空気入りタイヤでは、図２に、最もトレッド側縁４側に位置する
周方向主溝２を拡大横断面図で例示するように、少なくともトレッド側縁４側の溝壁１７
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ａを、溝底１８に向けて溝幅を狭める向きに傾斜させるとともに、その溝壁１７ａの、ブ
ロック１５の表面に立てた法線ｎ１に対する交角αを５°以上とする。
【００４０】
　溝壁１７ａをこのように傾斜させることで、ブロック１５の、横方向入力、踏面圧潰入
力等に対する剛性が高まるので、車両の旋回時に、路面からの大きな入力がブロック群Ｇ

Ｓ１に作用しても、ブロック１５の側面を形成する、周方向主溝２の溝壁１７aの、その
周方向主溝２のセンター側への膨出変形が抑制されて、周方向主溝２の溝横断面積が大き
く維持されることになり、その結果、周方向主溝２による排水機能が十分に確保されるこ
ととなって、旋回時の耐ハイドロプレーニング性能が有効に向上されることになる。
【００４１】
　ここで、図示の周方向主溝２では、傾斜させたそれの溝壁１７ａの壁面を平坦面として
いるが、これを、周方向主溝２の溝センター側に対して凸又は凹となる曲面形状とするこ
ともできる。
【００４２】
　また好ましくは、図３に拡大横断面図で示すように、周方向主溝２に関し、トレッド側
縁４側の溝壁１７ａのみならず、トレッドセンターＣ側の溝壁１７ｂをも、また、溝底１
８に向けて溝幅を狭める向きに傾斜させることができ、この溝壁１７ｂの、ブロック３５
の表面に立てた法線ｎ２に対する交角βを、交角αと同様に５°以上とする。
【００４３】
　溝壁１７ａを傾斜させることに加えて、溝壁１７ｂをも傾斜させた場合には、たとえば
直進走行時等に、トレッドセンターＣ付近に作用する大きな接地圧によるブロック３５の
圧潰入力に対する剛性が高まるため、溝壁１７ｂの膨出変形を抑制することができ、これ
によって、周方向主溝２に排水機能を十分に発揮させて、操縦安定性能を向上させること
ができる。
【００４４】
　ところで、この空気入りタイヤでは、最もトレッド側縁４側に位置する周方向主溝２以
外の周方向主溝、図１に示すところでは周方向主溝３の、図示しない溝壁を、溝底に向け
て溝幅を狭める向きに傾斜させることもできる。
【００４５】
　この場合において、厚い水膜をも確実に除去できる溝容積を十分に確保して、直進時お
よび旋回時の耐ハイドロプレーニング性能をいずれもバランスよく向上させるためには、
トレッド側縁４側に位置する周方向主溝２の、トレッド側縁４側の溝壁１７ａの、溝底１
８に向けて溝幅を狭める向きの傾斜角度αを、周方向主溝３の溝壁の傾斜角度よりも大き
いものとすることが好ましい。
【実施例】
【００４６】
　次に、サイズが１９５／６５Ｒ１５の、実施例タイヤ、比較例タイヤおよび従来例タイ
ヤを試作し、薄い水膜（０．６ｍｍ）のウエット路面に対する制動性能、水深６．０ｍｍ
での直進時の耐ハイドロプレーニング性能および、同水深での旋回時の耐ハイドロプレー
ニング性能の各性能評価を行ったので、以下に説明する。
【００４７】
　実施例タイヤは、トレッド部に図１に示すトレッドパターンを有するタイヤとし、車両
に装着した場合に車両の外側に位置することとなる周方向主溝２の、トレッドショルダー
側の溝壁１７ａを、図２に示すように、溝底１８に向けて溝幅を狭める向きに傾斜させる
とともに、その溝壁の、ブロック表面に立てた法線ｎ１に対する交角αを２０°とし、対
向溝壁を含む、他のすべての溝壁はいずれも法線に沿うものとしたタイヤである。
【００４８】
　従来例タイヤは、図４に示すトレッドパターンを具えてなるタイヤであり、それの周方
向主溝の溝壁の前記交角はいずれも０°とした。
【００４９】
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　比較例タイヤは、それの周方向主溝の溝壁の前記交角をいずれも０°としたことを除い
て、実施例タイヤと同様の構成としたものである。
　これらの各供試タイヤの諸元を表１に示す。
【００５０】
　なおここでは、各供試タイヤについてウエット路面に対する制動性能等を比較評価する
ため、タイヤの排水性能に与える影響が大きいと考えられる各周方向主溝の横断面積を加
算した値は、いずれの供試タイヤについても２５２ｍｍ２とした。
【００５１】
【表１】

【００５２】
　これらの各供試タイヤについて、以下に示す方法により、薄い水膜のウエット路面に対
する制動性能、直進時の耐ハイドロプレーニング性能および、旋回時の耐ハイドロプレー



(10) JP 5399849 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

ニング性能の各性能の評価を行った。その結果を表２に指数で示す。
　なお、これらの指数値はいずれも、数値が大きいほどその性能が優れていることを示す
ものとした。
【００５３】
【表２】

【００５４】
（ウエット路面に対する制動性能の評価方法）
　各供試タイヤを装着した車両を、水深０．６ｍｍの路面上で、時速６０ｋｍでの走行状
態でフルロック制動をさせたときの制動距離を測定し、この測定値を、従来例タイヤの測
定値をコントロールとした指数をもって評価した。
【００５５】
（直進時の耐ハイドロプレーニング性能の評価方法）
　水深６ｍｍの路面上で、各供試タイヤを装着した車両を、タイヤにハイドロプレーニン
グ現象が生じる速度で走行させ、従来例タイヤのハイドロプレーニング現象の発生速度を
コントロールとした指数をもって評価した。
【００５６】
（旋回時の耐ハイドロプレーニング性能の評価方法）
　各供試タイヤを装着した車両を、水深６ｍｍの路面上で、半径１００ｍの円を描くよう
に旋回走行させて、その際に車両に作用する横加速度（横Ｇ）の最大値を計測し、その測
定値を、従来例タイヤの測定値を基準とする指数によって評価した。
【００５７】
　表２の結果から明らかなように、実施例タイヤは、従来例タイヤに比して、水膜が薄い
ウエット路面に対して優れた制動性能を発揮できるとともに、水膜が厚い路面で直進走行
させた場合に、ハイドロプレーニング現象の発生を十分に抑制できる。
【００５８】
　また、車両の外側に位置する周方向主溝２の、トレッドショルダー側の溝壁１７ａを傾
斜させてなる実施例タイヤは、従来例タイヤと比較して、水膜が厚い路面での旋回時の耐
ハイドロプレーニング性能を有効に向上できることが解かる。
　これに対し、比較例タイヤは、それの周方向主溝２の、トレッドショルダー側の溝壁１
７ａの交角を０°としたことから、溝壁１７ａの、溝センター側への膨出変形が有効に抑
制されず、実施例タイヤと比較して、旋回時のハイドロプレーニング性能の十分に発揮で
きないことが解かる。
【符号の説明】
【００５９】
１：トレッド踏面
２、３：周方向主溝
４、５：トレッド側縁
６、１６、２６：ジグザグ細溝
７、８、９、１７、１８、１９、２７、２８、２９、３０：横溝
１０、１１、１２、２０、２１、２２、３１、３２、３３、３４：ブロック列
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１３、１４、１５、２３、２４、２５、３５、３６、３７、３８：ブロック
１７ａ、１７ｂ：溝壁
１８：溝底
Ｃ：トレッドセンター
ＧＳ１、ＧＳ２：ショルダー側ブロック群
ＧＣ：センターブロック群
Ｐ：ブロック群の基準ピッチ長さ
ＷＳ１、ＷＳ２：ショルダー側ブロック群の幅
ＷＣ：センターブロック群の幅
ｎ１、ｎ２：ブロック１５、３５の表面に立てた法線
α：溝壁１７ａの、ブロック１１の表面に立てた法線に対する交角
β：溝壁１７ｂの、ブロック１５の表面に立てた法線に対する交角

【図１】 【図２】

【図３】
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